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環境負荷の高い窒素化合物に替わる防錆基材の開発
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１．開発目的

　水溶性切削油剤、洗浄剤に大量に含まれる親水性アミン類は、防錆性、防腐性、pH緩衝性において大きな役割を担っているが、排水処理されにくく、結果として大きなCOD、トータル窒素を与えてしまう。これまでアミンフリー、窒素フリーの製品が他社から販売されているが、そのほとんどが非鉄金属用に特化したものであり、防錆性、防腐性、pH緩衝性において十分な性能を有しているとは言えない。本研究ではこれらの欠点を克服するため、排水処理されやすい有機酸のうち、硫黄を含むものに着目して合成、評価を行った。合成した化合物を実際に切削油剤、洗浄剤に配合し、防錆性、排水処理性を評価した。

２．技術の概要と特徴

　本研究では、炭素鎖が７～16の直鎖の脂肪酸において、１つの炭素原子を硫黄原子で置き換えた化合物を幅広く合成し（図１）、単独の防錆性能を孔食電位測定によって評価し、切削油剤、洗浄剤に配合した時の性能を鋳物切粉法にて評価した。これらの硫黄有機酸の特徴を以下に示した。

１）通常の有機酸では疎水性が上がるほど孔食電位は大きくなる傾向にある。合成した含硫黄有機酸の孔食電位を硫黄原子とカルボキシル基の間の炭素鎖長ごとに比較すると、孔食電位にピークが表れた（図２）。

２）含硫黄化合物とアミン類を併用した場合に相乗効果が見られ、全濃度一定で混合比率を変えた場合、アミン類が少量であっても大きな相乗効果が得られた。アミン類を硫黄化合物で単純に代替できることが示唆された。
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３）有機酸であるので通常の凝集沈殿法で処理が可能であり、CODとして検出されにくい。

図１．合成化合物例


図２．孔食電位比較

３．応用の可能性

　本研究で合成した含硫黄化合物を配合した切削油剤、洗浄剤を作成し、防錆性、排水処理性について評価したところ、従来のアミン類を大量に含む製品と同等の防錆性を保ったまま、低COD、低トータル窒素を実現することができた。環境対応型製品、排水処理性の高い製品のニーズが高まっている中で本技術の今後の役割は大きいものと期待される。

※特許出願「金属腐食防止剤組成物」（出願中）
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